
【
参
考
／
垂
城
傳
誌
、
垂
水
市
史
上
巻･

ふ
る
さ
と

の
歴
史
垂
水
編
】（

文
化
財
保
護
審
議
員
・
瀬
角
龍
平
）

　

山
上
か
ら
南
の
方
角
に
ひ
ろ
が
る

錦
江
湾
、
市
街
地
や
城
山
団
地
な
ど

を
一
望
に
す
れ
ば
、
こ
こ
に
山
城
を

構
え
た
理
由
が
判
り
ま
す
。
垂
水
城

跡
は
当
時
の
山
城
の
形
を
よ
く
留
め

て
い
る
貴
重
な
史
跡
と
い
え
ま
す
。

　
『
垂す
い
じ
ょ
う
で
ん
し

城
傳
誌
』
に
は
ま
た
「
慶
長

16
（
１
６
１
１
）
年
以
来
、
麓
引
移

り
の
後
、
河
崎
よ
り
北
の
方
を
本
垂

水
と
云
う
か
」
と
あ
る
よ
う
に
、
垂

水
島
津
家
４
代
・
久ひ
さ
の
ぶ信
（
相
模
守
）

の
時
、
新
し
い
垂
水
城
（
別
名
：
林

之
城
）
を
現
在
の
垂
水
小
学
校
に

平ひ
ら
じ
ろ城
と
し
て
移
転
し
、
周
辺
に
新
し

く
町
割
り
を
作
り
ま
し
た
。
新
し
い

垂
水
城
は
明
治
初
年
に
至
る
ま
で
行

政
の
中
心
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。

殿
様
水

垂
水
城
跡
の
西
側
の
麓
に
「
殿

様
水
」
と
呼
ば
れ
る
き
れ
い

な
湧
水
が
あ
り
ま
す
。
名
称
の
い
わ

れ
は
判
り
ま
せ
ん
が
、
昔
か
ら
道
行

く
人
々
が
の
ど
を
潤
し
た
そ
う
で

す
。『
垂
水
市
史
上
巻
』「
ふ
る
さ
と

の
歴
史
垂
水
編
」（
中
島
信
夫
著
）

に
よ
る
と
「
垂
水
城
の
シ
ラ
ス
の
崖

下
か
ら
は
、
清
水
が
湧
き
出
し
て
来

る
の
で
、
こ
の
出
水
に
ち
な
ん
で
、

垂
る
る
水
か
ら
「
垂
水
」
と
い
う
地

名
が
起
こ
っ
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
垂
水
城
跡
」
と
「
殿
様
水
」

は
垂
水
高
等
学
校
の「
史
蹟
め
ぐ
り
」

の
史
跡
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第８回『
垂
水
城
跡
』

『
殿
様
水
』

と

山
城
へ
の
通
路
と
し
て
シ
ラ
ス
を
細

く
切
り
立
て
る
よ
う
に
し
た
道
（
切

通
し
）
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
切
通

し
は
味
方
の
通
路
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
敵
の
侵
入
を
上
か
ら
攻
撃
す
る

の
に
も
適
し
た
構
造
で
し
た
。

　

垂
水
城
の
切
通
し
は
現
在
、
元
垂

水
方
面
か
ら
脇
田
原
の
台
地
へ
の
耕

作
道
路
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
頂
上

に
は
垂
水
城
跡
へ
の
入
口
が
あ
り
、

付
近
に
は
当
時
の
曲く
る
わ輪
（
郭
）
の
形

で
畑
に
な
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
。

垂
水
城
跡

江
戸
時
代
18
世
紀
半
ば
、
垂
水

島
津
家
の
家
臣
・
川
上
親
賢

が
記
し
た
『
垂す
い
じ
ょ
う
で
ん
し

城
傳
誌
』
に
垂
水

城
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
垂
水
城

は
藤
原
舜
清
（
後
の
蒲
生
氏
の
祖
）

が
築
城
後
、
石
井
、
伊
地
知
、
川

田
氏
が
所
有
し
ま
す
が
、
慶
長
４

（
１
５
９
９
）
年
に
垂
水
島
津
家
２

代
・
以ゆ
き
ひ
さ久
が
垂
水
に
入
城
し
ま
し
た
。

　

垂
水
城
跡
は
、
シ
ラ
ス
台
地
に
築

か
れ
た
南
九
州
に
特
徴
的
な
山
城

で
、
国
道
２
２
０
号
線
の
北
迫
橋
バ

ス
停
の
上
に
あ
り
ま
す
。
シ
ラ
ス
台

地
の
先
が
つ
き
出
た
形
の
見
通
し
の

良
い
場
所
（
野
首
）
を
選
ん
で
作
ら

れ
、後
方
か
ら
の
敵
の
攻
撃
を
防
ぎ
、

た
る
み
ず
歴
史
・
文
化
散
歩

湧水が流れる殿様水

垂水城跡の航空写真

垂水城跡からの景観

垂水市と株式会社南日本放送（MBC）との防災パートナーシップ協定

災害時の情報発信を
メディアと連携

◎協定の主な内容
■市からの緊急時の放送の要請に基づきテレビ・
　ラジオでの速やかな放送を行う。
■市の防災情報を「データ放送」で放送するほ
　か、テレビ、ラジオ、HP等での発信に努める。
　また、市が発信した防災情報をMBC アプリ
　を通じて当該エリアに通知し、地域住民に対
　して防災情報の伝達を図る。
■災害の映像や写真、画像等の可能な範囲での
　相互提供を行う。
■垂水市内において、小中高校生や住民を対象
　にした防災学習会等時に、講師派遣や災害映
　像の提供を行う。

　
11
月
26
日
、
株
式
会
社
南
日
本

放
送
（
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）
と
垂
水
市
と
の

間
で
締
結
す
る「
防
災
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結

式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
社
と
垂
水
市
が
連

携
し
て
自
然
災
害
の
被
害
を
軽
減

さ
せ
る
た
め
の
防
災
情
報
の
発
信

や
防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
住
民
の
安
全
の
確
保
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
垂

水
市
か
ら
の
緊
急
時
の
放
送
の
要

請
に
Ｍ
Ｂ
Ｃ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

で
の
速
や
か
な
情
報
発
信
や
Ｍ
Ｂ

Ｃ
ア
プ
リ
で
の
情
報
発
信
、
ま
た

災
害
時
の
映
像
や
写
真
、
画
像
等

の
相
互
提
供
、
市
内
小
中
高
校
生

や
住
民
を
対
象
に
し
た
防
災
学
習

会
等
へ
の
講
師
の
派
遣
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
協
定
式
で
は
、
協
定
の
内
容
が

確
認
さ
れ
、
同
社
・
有
山
貴
史
取

締
役
と
尾
脇
市
長
に
よ
り
協
定
書

へ
の
署
名
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
定
に
よ
っ
て
、
よ
り

一
層
の
防
災
対
策
が
図
ら
れ
ま
す
。
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